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三村純也（みむら・じゅんや）本名：昌義 

 

昭和28年５月４日、大阪、船場に生まれる。慶応義塾大学

大学院博士課程修了。中世文学、芸能史、民俗学などを専

攻。現在、神戸山手大学人文学部教授。中学時代より作句、

昭和47年、「山茶花」入会、下村非文に師事。その紹介によ

り、清畸敏郎、稲畑汀子の指導を併せ受ける。平成９年、石

倉啓補の指名を受け「山茶花」を継承、主宰。 

句集に『Rugby』『蜃気楼』、著書に『芸文伝承研究』『折口

信夫事典』『大阪の俳人たち ４』（共著）など。俳人協会・

日本伝統俳句協会・日本文藝家協会の各会員。(財)虚子記念

文学館理事。 

 

〈句集『常行』より転載〉〈2002年8月25日時点〉 


